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Ⅰ．田辺市におけるひきこもり支援 
 

＝自粛生活を経験し、ひきこもり支援について考える＝       
 

 

田辺市では、平成 13 年にひきこもり相談窓口を開設するとともに、保健、医療、福祉、教

育、雇用などの関係者からなる「田辺市ひきこもり検討委員会」を組織し、相互の連携を図

り、協力しながら課題の解決に取り組み、20 年目を迎えました。 

そして、相談窓口を市民の方々により身近に感じていただけるよう、愛称を募集したとこ

ろ、全国からたくさんの応募があり、その中から「ひとのわ」に決定致しました。 

ひきこもり支援の取り組みを始めた当時に比べると、ひきこもり相談窓口は地域の中で、

身近になってきたと感じています。 

また、若者に対しては、相談窓口以外にも相談できる機関が増え、ひきこもり支援に関わ

る関係機関の活動も盛んになり、社会資源も充実してきました。 

しかし、今年度は、新型コロナウイルス感染症の出現により、日本中、世界中の人々が

今までの生活様式とは異なったものとなり、自粛生活において、初めて「こもる生活」という

のを余儀なくされ、不自由を感じ、生きづらさや寂しさ、1 人でいることの不安を感じたので

はないかと思います。 

そう思うと、ひきこもり状態にある方を含む生きづらさを抱えている方々が、希望や自分

自身に対する肯定的な感覚、地域社会とつながっている感覚などを、再び見出していく過

程を取り戻していくことは、とても困難であると考えます。 

そのため、自宅以外に安心できる自分の居場所や人との交流の場、学ぶ場、働く場、社

会に貢献する場を、少しずつ見出していくことが必要です。 

さらに、相談機関の啓発を続けていき、８０５０問題も含めつつ、より相談しやすい体制を

整備すると共に、地域住民が安心して過ごせる街づくりをどうしていくかを考えていくことが、

これからの課題ではないかと思っています。                                        

今後も引き続き、ひきこもり検討委員の皆様と共に、ひきこもり相談窓口「ひとのわ」の周

知や気軽に相談していただけるような体制づくりに努めながら、切れ目のない支援を構築し

ていけるように、ひきこもり検討委員会を中心としたネットワークを活かし、中学校や高等学

校等の教育機関や支援機関とも連携を図り、人の輪を大事にしながら支援できるように取

り組んでまいりたいと思います。 
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ひきこもり支援の経過 
 

平成 ９   年 ６   月  議員一般質問。 

平成 13 年 １   月  田辺市ひきこもり検討委員会を設置。 

平成 13 年 ３   月  ひきこもり相談窓口の開設（保健師 1 名専任）。 

平成 13 年 ４   月  田辺市ひきこもり検討小委員会の設置。 

平成 14 年 ５   月 
 ＨＡＰＰＹが、ハートツリーハウス開所。 

 社会的ひきこもり青年の居場所活動開始（国・県より補助金）。 

平成 14 年 ６   月  田辺市ひきこもり家族会の設置。 

平成 16 年 １   月  田辺市ひきこもり青年自助グループの育成（月２回）。 

平成 16 年 ３   月 
 ひきこもり相談窓口担当者１名増員。 

 ２名（保健師・相談員）体制に。 

平成 16 年 ４   月  田辺市ひきこもり家族会が自主運営。 

平成 17 年 ４   月 

 ひきこもり青年自助会（知音ＣＨＩ－ＩＮ）が開始（週 1 回）。 

 ハートツリーハウスが、「ひきこもり者社会参加支援センター」 

   運営事業補助金を受けて運営（県・市の補助金）。 

平成 18 年    10 月  ハートツリーハウスがＮＰＯ法人認可 ハートツリーに名称変更。 

平成 20 年 ８   月  ＮＰＯ法人ハートツリーが南紀若者サポートステーション開設。 

平成 21 年 ４   月  ひきこもり青年自助会（知音ＣＨＩ－ＩＮ）が休会。 

平成 26 年 ４   月 

 南紀若者サポートステーションが、若者サポートステーション 

With You 南紀に名称変更。 

（県より若者総合相談窓口 With You 事業が委託されたため） 

平成 27 年 ４   月 
 ひきこもり者社会参加支援センター ハートツリーが、 

ひなたの森に名称変更。 

平成 29 年    12 月  ＮＰＯ法人ハートツリーが認定ＮＰＯ法人に正式認定。 

平成 31 年 ４   月 

 認定ＮＰＯ法人ハートツリー ひなたの森の 

和歌山県「ひきこもり者社会参加支援センター」事業が 

国の「ひきこもりサポート」事業に移行。 

令和 ２ 年 ４ 月 
 若者サポートステーション With You 南紀で、 

サポステ・プラス 就職氷河期世代の就労支援がスタート。 

令和 ２ 年 10 月  ひきこもり相談窓口の愛称が「ひとのわ」に決定。 
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市 担 当 課 （ 商 工 ・ 福 祉 ） 

紀 南 児 童 相 談 所 

田 辺 市 教 育 研 究 所 

田 辺 市 養 護 教 諭 研 究 会 

和 歌 山 県 教 育 庁 

紀 南 教 育 事 務 所 

高 等 学 校 

紀 南 こ こ ろ の 医 療 セ ン タ ー 

ひきこもり検討委員会 

（年２回） 

ほ っ こ り 会 （ 家 族 会 ） 

知 音  Ｃ Ｈ Ｉ － Ｉ Ｎ （ 自 助 会 ） 

学 識 経 験 者 

精 神 科 医 師 

臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師 

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人  か た つ む り の 会 

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人     共 生 舎 

（ 公 社 ） 白 浜 ・ 田 辺 青 年 会 議 所 

や お き 福 祉 会 

ふ た ば 福 祉 会 

認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人  ハ ー ト ツ リ ー 

ひなたの森 

若者サポートステーション 

         Ｗｉｔｈ Ｙou  南紀 

学 識 経 験 者 

臨 床 心 理 士 ・ 公 認 心 理 師 

市 担 当 課 （ 保 健 ・ 福 祉 ・ 教 育 ） 

田 辺 保 健 所 

田辺市障害児・者相談支援センター 

ゆめふる 

 

◆ 官 民 を 超 え た ひ き こ も り 支 援 対 策 の 構 築 

◆ 事 業 報 告 ・ 計 画 へ の 意 見 

◆ 視 察 ・ 講 演 会 等 へ の 協 力 

◆ 対 応 が 困 難 な 事 例 の 相 談 

◆ 委 員 の 学 習 会 

ひきこもり検討小委員会 

（月１回） 

田辺市ひきこもり支援ネットワーク 
 

※   公的機関  は民間機関 
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 問い合わせ先 

   田辺市健康増進課 

    ＴＥＬ ： 0739－26－4901（平日８：30～17：15） 

    ＴＥＬ・Ｆａｘ ： 0739－26－4933（ひきこもり相談窓口専用） 

    Ｅ－Ｍａｉｌ ： shc＠ciｔｙ.ｔａｎａｂｅ.ｌｇ.ｊｐ 

    Ｈｐ ： ｈｔｔｐ//www.ｃｉｔｙ.ｔａｎａｂｅ.ｌｇ.ｊｐ/kenkou/hikikomori/ｉｎｄｅｘ.html 

   ※ 保健所にも「ひきこもり」相談窓口があります。 

       田辺保健所 TEL 0739－22－1200（代表） （平日９：00～17：45） 

ひきこもり相談窓口 

ひとのわ 
 ご家族・ご本人さんだけで悩んでいませんか？ 

まずは、電話・メールをいただけませんか？ 

不登校のまま卒業・・・ 

中退後自宅中心の生活をしている・・・ 

進学、あるいは、就職したけれど途中で社会参加をしていな

い・・・ 

相談を定期的に続けていくうちに徐々に元気を取り戻していきます。   

自助会、家族会（ほっこり会）があります。 

会への参加は、相談窓口担当者がお会いした後紹介させていただきます。 

家族会（ほっこり会） 

   月 1回 
 

・ ひきこもりの子どもを持つ家族同士の 

  心の交流。 

・ 家族の対応支援方法 

自助グループ（知音 CHI-IN） 

週 1 回 
 

自助会のメンバーが自分たちで 

集まる場 

（休会している場合もあります） 

福祉制度利用可能なケース 

関係機関への紹介 

  保健所 

   ゆめふる＜障害児・者相談支援センター＞      

                  等 

認定ＮＰＯ法人ハートツリー 

 ひなたの森 

若者サポートステーション 

With Yｏｕ南紀 等 

自助会（月２回） 
 

話合い・レクリエーション、

等を計画・実施 

電話・ＦＡＸ・メール・来所による相談 

本人支援 

 

家庭訪問 

家族支援 

継続相談 

相談の流れ 
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Ⅱ．田辺市ひきこもり検討委員感想 
 

『 ひきこもり検討委員会を振り返って 』 
田辺市ひきこもり検討委員会 委員長 

社会福祉法人やおき福祉会 西脇 潤 
 

 

 まずはコロナ禍の中、感染予防とひきこもり支援の両立を行い支援の現場を担っている

関係各位のみなさまに感謝申し上げます。 

 コロナ禍では、国民一人一人が人との接触を避けつつ、情報共有や連帯感をもって社会

生活を営むための、新しいコミュニケーションの在り方がたくさん提示されました。ひきこもり

検討委員会においても、後援会等の啓発活動などもリモートで行うなど、新しい取り組みと

なりました。ある意味、新しいことへのチャレンジが出来たのかなと思っております。こうした

手法の発達が、孤独になりがちな「ひきこもり支援を必要する方」への支援手段として確立

され、効果を発揮してくれればと期待しています。 

 また、田辺・西牟婁の具体的な事例などに目を向けますと、全国的な傾向と同様に 8050

問題といった、高齢化するひきこもりとその親御さんからの SOS に対処するケースが増え

てきています。高齢化に伴い精神疾患や成人病といった「ひきこもり状態」以外の要素も複

合的に加わり「生きづらさ」を抱えながら暮らしている方も増えてきているように感じます。 

地域社会全体に閉塞感の漂う昨今ですが、こんな時代だからこそ、小さな努力や行動の

積み重ねが、未来を明るくしてくれることを信じて今後もこういった問題に関わって行ければ

と思っています。 
 

 

『 ひきこもり検討委員会を振り返って 』 
田辺市ひきこもり検討委委員会 副委員長 

学識経験者 浅井 育子 
 

 

ひきこもり検討委員会にかかわらせていただくようになって 12 年になります。私事ですが

昨年独立し、心理相談室を開設しました。今年は世界中が未曽有の状況に陥り、誰もが手

探りで今後の生き方を考えざるを得ない事態となっています。相談室にお越しくださる方の

悩みは、以前より「孤独感」についてのものが増えているように感じます。ステイホームや自

粛要請により、人と会うことや気分転換に出かけることが難しくなるなかで、本来ならば友

人と食事をしながら話したり、趣味にうちこんだりすることで発散できていたストレスが蓄積

されていってしまう。そのうえ先の見えない不安も重なる。誰にも相談できずひとりで思い詰

めてしまう方がいるのも当然といえるかもしれません。 

以前「ひきこもり状態の人は前からステイホームなんだから逆に良いのでは」という意見

が書かれた記事を読みましたが、それは違うと思います。家族が仕事に行っているときは

自由に家の中で過ごせていたのに、テレワークや自粛でずっと家族がいるために部屋から

出られない。やっとの思いで趣味の場に出かけたり運動を始めたりしようと思っても、その

機会ごとなくなってしまう。孤独を感じていた人がさらに孤独感を強めていく。新型コロナウ

イルスは私たちの身体だけではなく、心も確実にむしばんでいっています。 

私たち支援者ができることは、つながりを保つ方法をひとつでも多く探すこと、あなたはひ

とりではない、味方がここにいるということを何度でも発信し続けること、そして支援者自身

も孤独感や無力感にのみこまれないよう、ともに支えあうことが大切だと思います。 

 会議を開くことも難しい状況のなか、感染対策を徹底したうえで毎月小委員会を開き、皆

で顔を合わせる機会をなんとか作り続けてくださった健康増進課の皆様に感謝します。啓
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発講演会も何度も検討を重ね開催することができました。この数年があったからできるよう

になったこともあったね、と後に皆で言えるよう、一緒に乗り越えていきましょう。 
 

 

『 ひきこもり検討委員を振り返り 』 
田辺市ひきこもり検討委員会 副委員長 

若者サポートステーションＷｉｔｈ Ｙｏｕ 南紀 南 芳樹 
 

 

2 年におけるひきこもり検討委員としての振り返りを考えましたが、今期はなんといっても

コロナウイルスという問題に大きく振り回される年であったことは言うまでありません。 

私が生まれてから、知る限り初めてのパンデミック（世界的大流行）であり、映画や小説の

中での世界が現実的に起こり、そして自分の日常をも脅かす事態となってしまいました。 

自分の好きな時間に出かけ、好きな場所にいき、好きなように時間を過ごす。 

これまでは当たり前にできていた「日常」が一気に崩れ去り、生活のほとんどすべての場

面において制限がかかってしまい、ごく当たり前に感じていた「日常」というものを奪い去ら

れてしまう事態になりました。 

そして、それがこんなにも苦痛やストレスに感じてしまうものなんだなって初めて痛感する。

そういう期間でした。（今現在もそうですが） 

要因・原因や考え方は違っても、外に出る事や他者との関りに不安を感じたり、生きにくさを

感じる若者も、もしかしたらこれまでずっとこのような苦しさやしんどさを感じていたのかと思

うと本当に毎日毎日を一所懸命に生きているんだということを同時に感じます。 

 

来所相談・訪問相談など支援の中心となるものが自粛せざる得ない状況になったが、多

くの方から（本人さんからも）「出来るなら来てほしい」「訪問してほしい」という声もあり、人と

の繋がりを求めてること、その繋がりの中に自分も入れているということが私自信にとって

も大きな励みになりました。 

 

まだまだ世界中で、先の見えない不安、この先どうなっていくか分からない状況が続いて

おります。しかし、たとえ一ミリずつでも前に進んでいくことが大事なことだと思います。 

僅かな歩幅であっても、いつか振り返った時に細々と続く道を見ながら、確かに歩いて来

たんだなと思えるように皆さんと一緒に歩きたいと思っています。 

 

検討委員の振り返りというより、自分自身の振り返りになってしまいましたが、2 年間、委

員を務めさせていただき、ありがとうございました。 
 

 

『 作業所運動の担い手たちの支えは大きい 』 
学識経験者 布袋 太三 

 

 

昨秋、ひょんなことから「ひきこもり検討委員会」で小一時間ほどの話をさせてもらった。

私が最もロートルだからということだったと思う。 

その中で私はこれはどうしても言っておきたいことがあったのだが、話の流れの中でどう

も薄まってしまったような気分がして気持ちが落ち着かない。そこで、この場を借りてそのこ

とに触れておきたいと思う。 

それは田辺のひきこもり支援草創の頃からの作業所運動の担い手たちの支えについて

である。 

 彼らはひきこもる青年の疲弊した心性に工まずして思いを接近しえていた。 
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 思い起こせば、米川氏や寺沢氏だけでなく何人もの方々が本当に労を惜しまず支えを続

けられていた。 

 私は彼らの献身をつき動かす静かなパトスのようなものの本源は何かといつも思ってい

た。 

 その後いろいろな場所で彼らの人となりに触れるうちに、私はふと何かの拍子に「あっ、こ

れか」と思わせられる彼らの言葉や所作に出くわすことがあった。そして、それは次第に頻

回となっていった。 

 要するに、彼らはいわば、自然体だった。何の計算も、気負いもなく、そして意味付与もな

く、ふつうに、それらは生得的にインプットされていたかのように、そこに困難を抱え迷える

青年がいれば、できる限りサラリとした手伝いをすることが習い性のような人たちなのだ。そ

こに大仰な言葉や理屈はまったく必要なかった。 

 あえて言うなら、どんな困難を抱える対象であっても“排除なき共生”への思いがもはや肉

体化されていると言っていい。 

 まさに多様な心と身体で人々は其処存在するわけだが、人としての価値の絶対性だけは

どんなことがあってもふつうに認め信頼を寄せるという実に夾雑物のないシンプルな潔さが

原点なのだろう。 

 私はずっと昔からのあの米川氏の飄々とした立ち居振る舞いと折にふれて意外と繊細な

物言いを選ぼうとする心遣いは掛け値なくなんとも魅力的だと思ってきた。 

 また、西脇氏はきわめて理知に富み、どんな複雑な状況でもその的確な言語で見事に解

析してしまうという希有な能力の持ち主だと思ってきた。 

 こうして今も昔も「ひきこもり検討委員会」は作業所運動の担い手たちによってまぎれもな

く深い所で支えられていることに改めて思いを致したい。 

 私自身は諸事情もあって、もはや残された道はフェードアウト以外ないと思っているが、田

辺のひきこもり支援はいかにも多彩でまじめな人材に支えられているので、もうここまでくれ

ば大過なく日々の課題に向かうことができるに違いないと私は確信している。 
 

 

『 ひきこもり検討委員として、そして居場所のスタッフとして 』 
認定ＮＰＯ法人 ハートツリー ひなたの森 向井 美佳 

 

 

早いもので、ひきこもり検討委員をお引き受けして４年が経ちます。この間、様々なケー

スや他機関の方々に出会うことで、大きな力を頂いたこと、感謝しております（とはいえ、ま

だまだ足りないところばかりの私ですが…）。 

今、「ひきこもり検討委員として」と考えると、皆様から知識や情報を頂くばかりで私の方

からは現状をお伝えすることが精一杯という程度。今期も何もできなかったなぁと反省する

ばかりです。次の機会にはもう少し、ひきこもりで悩んでおられる方やこの会にお返しがで

きるよう、お役に立てるようまだまだ努力しなければと考えております。 

 さて、居場所「ひなたの森」のスタッフをさせていただいている私にとって、平成 31 年度の

県の「ひきこもり者社会参加支援センター」補助金制度から国・市町村の委託事業「ひきこ

もりサポート事業」への移行、昨年度からのコロナ禍のなかでの対応などは大きな不安でも

ありました。しかし、どのような状況下でも、「ひなたの森」にできることは、利用者の方々に

安心して過ごしてもらうことを第一に、「それぞれ（状態・思い・ペース etc.）に添った、その

時々の支援」を大事にしながら、利用者に寄り添い、応援、伴走するということに変わりませ

ん。今後も微力ではありますが、私たちに出来ることにしっかり取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 今後もこの会でいただいたご縁を大切にしながら、自己研鑽に努めます。皆さま、どうぞ

よろしくお願いします。 
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『 全ての時間を狂わせるコロナの中で 』 
社会福祉法人ふたば福祉会 米川 徳昭 

 

 

恐らくこれ程、自分たちの活動や人との接触を制限されたことは今まで経験がない。人

類の敵として現れたコロナに対し、未熟で完璧ではない、防衛策でしか対応できず、人類が

誕生して以来続いている、ウイルスとの戦いの歴史に新たな章が加えられた。 

 多くの人が、初めて「ひきこもり状態」を体験したに違いないが、気付いただろうか、例え、

短い時間であっても、他人と向き合えないことで失うものがあることを。 

 長い時間、ひきこもっている人たちは、時間を追うごとに何かを無くし、そして、僅かに残っ

たプライドや希望で今を生きている。改めて、その境遇にいる人たちの心情に共鳴しながら、

田辺市が行っているひきこもり支援が重要で貴重であることを思う。 
 

 

『 ひきこもり検討委員会を振り返って 』 
          田辺市障害児・者相談支援センター ゆめふる 石神 慎太郎 

 

 

田辺市障害児・者相談支援センターゆめふるの担当として 2 年間委員会に参加させてい

ただきました。 

委員会ではケース検討から啓発講演会の協議、愛称の募集について検討を行いました。

日々の業務と関連することも多く、普段はあまり関りのない機関の方のご意見や情報を聞く

ことができ、参考になったと感じています。 

さまざまな事情があり、難しい問題もありますが今後も継続して関係機関が膝を突き合

わせて協議していくことが大切であり、それができるのがこの田辺市ひきこもり検討委員会

だと思います。 
 

 

『 ひきこもり検討委員会の委員としての所感 』 
田辺保健所 亀井 孝太郎 

 

 

 平成 31 年 4 月より拝命いただき、委員の一人として参加させていただきました。 

 ひきこもり者援護対策については、全国に先駆けて田辺市が様々な取り組みを行い、そ

れに引っ張られるように県も同調して平成16年には居場所作りに必要な事業を立ち上げま

した。そして現在では国がその重要性を理解し「ひきこもりサポート事業」として予算措置を

するにまで至りました。その活動の根源にはひきこもり検討委員会があり、その血脈は 

隆々と今日まで受け継がれていると感じています。 

 そんな歴史ある委員会には様々な知見を持った関係者が揃い、多様な視点からの意見

を聞かせていただくことができました。この場を借りてお礼を申し上げます。 

 さて、アフターコロナの社会では、人と人とが距離を取ることが当たり前になることで孤立

する人が増えるのではないかとの懸念もあります。安心・安全に暮らしていける社会をどの

ように作っていくか、まさに地域共生社会の実現に向け、委員会の役割もますます重要に

なるかと思います。今後も各関係機関の皆さまとのご縁を大切にしながら、ひきこもり者援

護対策の更なる充実を目指して参りたいと考えております。 
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『 学校教育課の担当として 』 

田辺市教育委員会 学校教育課 上木原 浩之 
 

 

令和２年４月より、学校教育課の担当としてお世話になりました。 

  全国的にも田辺市の小中学校においても、「不登校」などの長期欠席が大きな課題の一

つとなっています。児童生徒にとって、社会とのつながりとして学校が大きな部分と占めて

います。一概には言えませんが、不登校が長引くことで、将来、ひきこもりにつながる可能

性が大いにあると思いました。 

  ひきこもり検討委員会に参加させていただくことで、当事者の考え方などがわかり、今後

の不登校対策を考える新しい視点として参考になりました。 

  今後、多様な児童生徒の理解、個別最適化を目指した教育をすすめていくため、様々な

視点を持って、各関係機関とのつながりを大切にしていき、子どもたちが実社会とのつなが

りを絶たない環境づくりを展開していかなければならないと考えます。 
 

 

『 ひきこもり検討委員としての２年間 』 
田辺市教育委員会 生涯学習課 遠山 圭 

 

 

この２年間、生涯学習課の担当者としてひきこもり検討小委員会の委員を務めさせてい

ただきました。とは言いましても、何もわからない状態での参加となり、毎回勉強の日々でし

た。一言で「ひきこもり」と言っても、一概に言い表せられるものではなく、人それぞれに背

景があり、その度合いも様々であることから支援もそれに応じたものでありそれぞれであり

当たり前のことですが、一人ひとりに寄り添った支援を継続していくことが大切であることを

学ばせていただきました。 

  今後につきましても、生涯学習の観点からどのような支援を行えるかを考えていきたいと

思います。お世話になりましてありがとうございました。 
 

 

『 1 年間を振り返って 』 
やすらぎ対策課 障害福祉室 永井 賢太 

 

 

去年の 4 月に田辺市へ入社し、障害福祉室へ配属となった事がきっかけで、ひきこもり

検討員に選出して頂きました。これまで約 1 年間、委員としてケース検討会議や研修開催

等の活動に参加させて頂き、ひきこもりの現状や支援の内容等、大変勉強になる事が多く

ありました。 

 私なりに 1 年を通して思う事は、ひきこもり支援のポイントとして、関わる最初のタイミング、

支援に要する時間、本人以外の家族の支援、またゴールをどうするか？等であると思いま

した。環境や病状等も様々であり、望む暮らしも様々であります。学校へ行く、仕事をする、

等が一般的な生活なのかもしれませんが、それが望んでいる生活ではなく、どうしてもその

生活に合わない方もおられます。 

今後も、それぞれのゴールやそれぞれの自立した生活を実現する為に、障害福祉室とし

て、またひきこもり支援の委員として自分は何ができるかを考えて支援していきたいと思い

ます。1 年間ありがとうございました。 
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Ⅲ－１．相談実績 
 

１． 相談実績 令和２年度  
     相談窓口開設以降、令和３年３末までに 681 家族 710 件の相談がありました。 

                          （内、令和２年度は 14 家族 15 件） 
 

 

（１） 年度別相談件数 
 

平成 23 年度から令和２年度の 10 年間の相談実件数、延べ件数の推移を示して 

います。 

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30  Ｒ１ Ｒ２
実 件 数 60 45 51 42 59 58 40 46 75 35
延 べ 件数 556 345 350 353 420 314 358 402 355 287

60 45 51 42 59 58 40 46 75 35

556

345 350 353
420

314 358 402 355
287

0

50

100

0

200

400

600

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30  Ｒ１ Ｒ２

実件数 延べ件数

 
 

（２） 令和２年４月～令和３年３月までの状況 

① 月別相談延べ件数 
４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 上 半 期 合 計

電 話 10 7 11 9 9 3 49
来 所 7 6 7 6 11 17 54
メ ー ル 1 2 2 2 2 3 12
訪 問 5 5 6 7 4 9 36
合 計 23 20 26 24 26 32 151

10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 下 半 期 合 計 総 合 計 ％
電 話 2 5 10 7 8 6 38 87 30.3
来 所 9 8 10 10 9 8 54 108 37.6
メ ー ル 2 2 5 1 1 2 13 25 8.7
訪 問 5 6 4 6 7 3 31 67 23.3
合 計 18 21 29 24 25 19 136 287

※　まるめのために総計が100％にならない。

  
② 相談実件数 

初 回 継 続 合 計 ％
電 話 12 7 19 54.3
来 所 5 6 11 31.4

メ ー ル 2 2 4 11.4
訪 問 0 1 1 2.9

19 16
35

合 計

12
5

2 0

7

6

2
1

0

10

20

電話 来所 メール 訪問

初回 継続
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③ 年代別男女別件数（35 件中） 

10 代 20 代 30 代 40 代 以 上 不 明 合 計 ％
男 性 4 2 5 12 2 25 71.4
女 性 4 3 0 3 0 10 28.6
合 計 8 5 5 15 2 35

％ 22.9 14.3 14.3 42.9 5.7

※　まるめのために総計が100％にならない。

4
2 5

12

2

4

3
0

3

0
0

10

20

10代 20代 30代 40代以上 不明

男性 女性

 

④ 居住別（35 件中） 
人 ％

市 内 27 77.1
市 外 8 22.9
不 明 0 0.0
合 計 35

市内, 

27, 
77.1%

市外, 

8, 
22.9%

不明, 

0,
0.0%

 

 

⑤ 相談結果（35 件中） 
人 ％

継 続 15 42.9
終 了 1 2.9
紹 介 1 2.9

そ の 他 18 51.4
合 計 35

   

紹介

　・田辺市障害児・者相談支援センター　ゆめふる（1）

終了

　・進学(1)

その他

　３カ月未満の継続

　　・家族からの相談（3）

　１回のみの相談

　　・本人からの相談（5）

　　・家族からの相談（8）

　　・親戚からの相談（1）

　　・関係者からの相談（1）

※　まるめのために総計が100％にならない。

継続, 

15, 
43%

終了, 

1, 
3%

紹介,

1, 
3%

その他 , 

18, 
51%
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⑥ 初回相談者 
母 父 本人 兄弟姉妹 関係者 祖母 叔父 合計

初回 8 2 5 2 3 1 1 22
　※　初回は、2件が重複

　　　　　内訳　本人・父・関係者（１）　　母・関係者（１）　

8

2

5

2
3

1 1

0

5

10

母 父 本人 兄弟姉妹 関係者 祖母 叔父

 

⑦ 年代別男女別件数（19 件中） 
10代 20代 30代 40代以上 不明 合 計 ％

男 性 3 1 2 8 2 16 84.2
女 性 3 0 0 0 0 3 15.8
合 計 6 1 2 8 2 19

％ 31.6 5.3 10.5 42.1 10.5

3
1 2

8

2

3

0 0

0

0

0

5

10

10代 20代 30代 40代以上 不明

男性 女性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

13 

 

（３） 継続相談について 

① 相談状況（重複あり） 
家 族 会 1
ひ な た の 森 2
若者サポートステ ーシ ョン With You 南紀 2 　※　相談のみ（訪問も含む）は、
学 校 2 　　　 　 ひきこもり相談窓口の相談のみで
就 労 1 　　　　　自助会や他の支援を利用していない方。
福 祉 サ ー ビ ス 利 用 4 　※　その他の内訳は、
保 健 所 2 　　　 　 ポラリス（1）  
ゆ め ふ る 2
そ の 他 1 　※　医療機関を定期的に受診されている方は、
相 談 の み （ 訪 問 も 含 む ） 6      10件。

1
2 2 2

1

4

2 2
1

6

0

5

 

② 継続居住別（15 件中） 
人 ％

市 内 13 86.7

市 外 2 13.3

合 計 15

市内, 

13, 
86.7%

市外,

2, 
13.3%

 

③ 継続年代別男女別件数（15 件中） 
10 代 20 代 30 代 40 代 以 上 合 計 ％

男 性 1 2 2 3 8 53.3
女 性 1 3 0 3 7 46.7
合 計 2 5 2 6 15

％ 13.3 33.3 13.3 40.0

※　まるめのために総計が100％にならない。

1
3 0

3

1 2 2 3
0

5

10

10代 20代 30代 40代以上

女性 男性
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Ⅲ－２．支援の報告 
 

（１） 家族会（原則月 1 回） 
 

ほっこり会（紀南地方ひきこもり家族の会）実績 

（平成 16 年４月より自主運営） 

父 母 その他関係者 窓 口

　R  2 . 　  4 . 14 中 止

　R  2 . 　　 5 . 12 中 止

　R  2 . 　　6 .  　  9 話 し 合 い 0 0 1 2 3 0

　R  2 . 　　7 . 14 話 し 合 い 0 2 0 2 4 2

　R  2 . 　　9 .          8 話 し 合 い 0 0 1 2 3 0

　R  2 .　10 . 13 話 し 合 い 0 1 0 2 3 1

　R  2 .　11 . 10 話 し 合 い 0 0 1 2 3 0

　R  2 .　12 .         8 話 し 合 い 0 0 0 0 0 0

　R  3 .　　     1　　     .  12 話 し 合 い 0 0 0 0 0 0

　R  3 .  2  .  9 話 し 合 い 0 1 2 1 4 1

　R  3 .  3 .   9 話 し 合 い 0 0 0 0 0 0

対象家 族数

4

実 施 日 内 容
出 席 者

実 数 参 加 家 族 数

 

 

（２） 青年自助会実績（原則月２回） 
      ※ 参加者なし 

 

 

（３） 啓発活動・視察・問い合わせ 
 

○ 啓発活動 

   講演会案内チラシ配布

　　　　　紀南六高校３年生、関係機関他

   相談機関紹介チラシ配布

　　　　　市内中学３年生、紀南六高校３年生

　 ひきこもり相談窓口愛称募集

　 　　　 令和２年４月から６月募集、９月「ひとのわ」に決定

 

 

○ 視察 

　R 2 . 11 . 17 　厚生労働省 ２ 名  
 

 

○ 問い合わせ 
　紀伊民報

　神奈川県　大和市役所

　沖縄県　石垣市青少年研修センター

　田辺市市民  
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（４） ひきこもり支援啓発講演会 
 

主        催 ： 田辺市ひきこもり検討委員会/田辺市/和歌山県子ども・若者支援地域協議会 

共        催 ： 若者サポートステーション Ｗｉｔｈ You 南紀 

後        援 ： 認定 NPO 法人ハートツリー/田辺市教育委員会 

        田辺市社会福祉協議会/田辺保健所/（公社）白浜・田辺青年会議所 

紀伊民報社/（株）和歌山放送/ＦＭ ＴＡＮＡＢＥ 

日    時 ：   令和２年９月 26 日（土） 13：30～15：30 

場    所 ：   田辺市文化交流センター たなべる ２階 大会議室 

演    題 ：    「ひきこもり」経験から伝えられること 

～地域とつながりを考える～ 

  講    師 ： ＮＰＯ法人ウィークタイ代表理事 

              泉 翔 氏 

参加者 ： 71 名（ひきこもり検討委員・関係者・事務局含む） 

 

 

【講演内容】  

 

 今年度の講演は、コロナウイルス感染症予防のため、定員を例年の半分としました。 

そのため、1 人でも多くの方にお話を聞いていただきたく、田辺市健康増進課のホームペー

ジにおいて、講演の動画配信をしています。 

講演内容については、ぜひ、動画をご覧ください。 

  ここでは、泉さんが代表理事をされているウィークタイのことを講演から抜粋したものと

講演資料の掲載をさせていただきます。 

 

＜ＮＰＯ法人 ウィークタイについて 講演より＞ 

僕を救ってくれた団体。支援団体でもなんでもなくて似たような人が集まっている当事者

団体。当初はＮＰＯ法人でもなんでもなくて、趣味が似た人達が集まってくる任意団体。そこ

の仲間たちに出会ってなんとか外に出て、普通にこう、普通って言い方も語弊があるんです

けど、なんとかボチボチやっていけるようになりました。その代表をやっていますという感じ

ですということです。 

講演の中で、事業の内容を話していただいています。 

ひきこもり経験をされたからできることもたくさんあり、日々、ひきこもりに悩む方々と活動

を続けておられます。興味のある方は、ウィークタイのホームページをご覧ください。 
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（５） 田辺市ひきこもり検討委員会（令和２年度）議題 
（出席者はひきこもり検討委員の人数） 

第 1 回（ Ｒ２. ５. 30 ）  第 ２ 回（ R２. 10. 24 ） 出席者 20 名 

・   新型コロナウイルス感染症、感染拡大 

防止のため中止。 

・   議事 

     令和２年度事業計画 

   （資料） 

     令和２年度事業計画 

     ひきこもり検討委員名簿 

     田辺市のひきこもり支援 

      （窓口開設 19 年目の報告）    

 ※ 議事は、書面決議で承認。 

・ 令和２年度上半期事業報告 

・ 令和２年度下半期事業計画 

・ 講義  

『ひきこもりを考える』    

認定 NPO 法人ハートツリー 

    事務局長 布袋 太三 氏 

・ 意見交換 

 

小委員会（令和２年度）議題（出席者はひきこもり検討小委員の人数） 

第 １ 回（ R２. ４. 16 ） 出席者 ９ 名 第 ６ 回（ R２. 11. 19 ） 出席者 ８ 名 

・ ひきこもり検討委員会について 

・ ひきこもり支援啓発講演会について 

・ 小委員会の計画について 

・ ひきこもり検討委員について 

・ ひきこもり支援啓発講演会について 

 （今年度の振り返りと 

来年度に向けて考える） 

 

第 ２ 回（ R２. ６. 18 ） 出席者 10 名 第 ７ 回（ R２. 12. 17 ） 出席者 ６ 名 

・ 地域若者サポートステーション事業 

について 

・ 第１回ひきこもり検討委員会書面決議の

結果について 

・ 小委員会の予定について 

・ ひきこもり支援啓発講演会について 

・ 令和３年度 ひきこもり支援啓発講演会 

について 

・ 支援の報告 

 

 

 

第 ３ 回（ R２. ７. 16 ） 出席者 ８ 名 第 ８ 回（ R３. １. 21 ） 出席者 ７ 名 

・ 大委員会の講師について 

・ 講演会について 

・ 相談窓口の愛称決定 

・ 令和３年度ひきこもり支援啓発講演会 

        について 

・ 支援の報告 

第 ４ 回（ R２. ８. 20 ） 出席者 ８ 名 第 ９ 回（ R３. ２. 18 ） 出席者 ６ 名 

・ ひきこもり支援啓発講演会について 

・ 大委員会の講演内容について 

・ 支援の報告・  

・ ひきこもり検討委員について 

・ 支援の報告 

 

第 ５ 回（ R２. ９. 17 ） 出席者 12 名 第 10 回（ R３. ３. 18 ） 出席者 ７ 名 

・ ひきこもり支援啓発講演会について 

・ ひきこもり検討委員会（大委員会）     

について 

・ 高校報告 

・ 令和３年度 ひきこもり支援啓発講演会 

について 

・ 令和３年度 ひきこもり検討委員会 

（大委員会）について 

・ 令和３年度 事業計画について 
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（６）  ひきこもり検討委員会 講義 

 

『ひきこもりを考える』 
         

 

   講 師 ： 認定 NPO 法人ハートツリー 事務局長 布袋 太三 氏  

   日 時 ： 令和２年 10 月 24 日   

   参加者 ： 28 人（事務局含む） 

 

 

 

 

＜はじめに＞ 
 

この 11 月に 77 歳になります。自分でもよく長生きしたなと思っています。本当は 40 年前

に死んでいた。臨死体験みたいなので、1 回死んでいたはずなのに、よく生きたなと思って

います。 

 誰かが「帰ってこい」と言ったのかなぁ、嘘みたいな本当の話ですが、お医者さんが「良か

ったですね」僕に「あと 5 ミリの世界だったな」と。5 ミリの世界というのは、あと 5 ミリずれて

いると完全に植物人間かあの世にいっているってことでした。悪運が強かったんですね。 

それからは、もうとにかく普通に生きていけばいいというので、それまでもおとなしい生き

方をしてたんですが、それからは倍くらい、仏さんのような感じでおとなしく生きてきたわけ

です。 

今日は、「ひきこもりを考える」というタイトルです。10 年くらい前に東大で、内閣府の講演

会があって、このタイトルは、何のひねりもなく、でも、いいなと思って今日、使うことにしまし

た。 

「子ども若者育成支援推進法」という法律ができた時で、ひきこもりについての新しいガイ

ドラインができて、そのシンポジウムだったんです。とにかく、全国のひきこもりの関係者達

がいっぱい集まって、人波っていうのはこのことを言うのかというくらい、演台近くまでアイド

ルを見るように、すごい人数でした。終わってから出る時にこんなにいっぱいだったのかと

思ったのを覚えています。 

宮本みち子っていう先生が、こりゃすごいねって 2 人で出てきて、その時ちょうど宮本先

生が、田辺に講演会に来てくれた頃だったんで、僕も知ってたんですけど、この先生はいわ

ゆる、若者問題のすごい論客で、最高の人です。だから、できれば、みなさんもこの人の本

を読んでおいてください。 

さて、初めに、僕自身の略歴と、それから附表１・２とういうのが、年度別少年殺人事件検

挙者数と 60 年間の少年殺人・犯罪社会情勢を附表として載せています。 

 斎藤環先生が「よく少年犯罪が多発しているとか、多いとか、今の少年は・・・という言い方

をするけれども、実は統計を取ってみるとものすごく今の少年はおとなしい」って、その通り

だと思います。 

昭和 26 年とか、昭和 29 年とか、それから僕らが中学から高校にかけては、本当に殺人

とか多いし、何でもありだった。今の子はみんなええ子になっていますね。 

話はとびますが、田辺の中学生はみんないい。何でそんなことを思うかというと、僕の教

え子で大阪だとか、和歌山に赴任してしまった。教師は大変なことが多い。ある子は、生徒

に目をつぶされそうになったとか、それからある子は精神を病んで今も休んでます。 

だから、中学校の生徒さんを教えるというのは、これはもうすごい達人でないとできない。

今日は、木下先生が来られてて、なんというのかな、胆力の座ったというか、そういう方って

いうか且つ、生徒のことをすごくよく考えているっていうか、そういう人でないともちませんね。
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やわい人は、もたへんというふうに僕は思っています。僕の教え子は最初に、この付近にい

て、その後和歌山に赴任した時に、和歌山の教育委員会が、ここは一番、いわゆる評判の

いい学校なんですよって言ったんですよ。しかし、実はとんでもなかった。教室の 3 分の 1

近くの生徒が何も分かっていない。ちょっと分かっているのが 3 分の１くらいで、分かってい

ない 3 分の 1 の子達が何をするか分からないというふうな状況だったらしい。 

それは７～8 年前の話ですよ。今は良くなっているかもしれませんけども。 

 

＜僕の小・中学校時代＞ 
 

 僕は、昭和 26 年に小学校に入りました。中学・高校で、昭和 37 年に高校を卒業するんで

すけど、実は自分でも思うんですけどあまり昔の記憶がない。小学 2～3 年くらいの記憶か

ら少しずつ出てくるんですが、だけどね。暗い少年だったんです。自分で言うのもおかしい

けど、ほんとに暗い子供だったと思う。いつも放課後は家に帰らないで、砂場で 1 人遊びを

していた。僕がいつもだいたいそういう風にしているからね。今でも覚えているんだけども、

米田っていう学生服を着た先生がいてね。「太三、一緒に帰ろう」と言ってくれてね、自分の

自転車の後ろに乗せて帰って、途中でなぜか本屋に寄ってくれてね。「太三くん、野球好き

やろ」って言って『 野球少年 』っていう雑誌を買ってくれたんです。それを持って、家まで送

ってくれた。それが２～3 回あった。それは強烈な印象ですね。僕にとっては。小学校の先

生や中学校の先生は、皆、敵みたいなやつばっかりやと思っていたんですけども、この人だ

けは、僕にすごいほんわかした小学校時代の思い出を作ってくれました。 

 僕はさっき40年前に死んでいたと言いましたが、入院した時に、実は、一番最初に訪ねて

来たのがこの先生でした。20年も３0年も、もっと会ってなかったんですけどね。「太三君、ど

うな生きてるか」って言って帰っていきました。 

７～8 年前にこの先生が亡くなりました。 

その時にあ～亡くなったなって、僕、思って頭の中で思ってて、ちょうどその時に東京の

出版会社に勤めている息子さんから電話があって、息子さんの事はまったく知らないんで

すけど「うちのオヤジが亡くなりました。遺品を整理していると、布袋さんに書いた手紙だと

かね。布袋さんからの返信がいっぱいあったんです」と言ってね。絵を書く先生だったので、

「絵がいくつか残っていますので、ぜひもらってやってください」ってわざわざ電話くれたんで

す。 

 こんな話ばかりしているとなかなか、ひきこもりの話まで行かんな。いつかそんな講師もお

ったな。 

 ところで、僕のオヤジは全盲だったんです。見えない。光もほとんどこない。僕が中学行く

ときにはほとんど見えていなかった。大学に入った時に、お袋がね、僕に、「お父さんを、東

京のえらい目医者さんに見せて」と言って、僕は東京で最初にそれをしました。慶応病院と

駒込病院とここには 1 番トップの眼科医がいるというので、連れて行ったけど全然見てくれ

ない。診てはくれるんですけど、インターンの学生がいっぱい来てね。次から次へと親父の

目を見てるんですが、結局何もしてくれんのですよ。あ～こんなんかという感じでみんなで

見てるんです。結局、慶応病院には 3 日くらい入院したのかな。駒込病院には入院せずに、

つれて帰ってきましたね。 

実は、うちは白浜の新地というところにあって、芸者さんの町です。小さい頃から白粉の

香りと三味線や太鼓の音と酔客がウロウロしている所で僕は育ったんです。掃きだめの鶴

みたいなもんですね。 

私は、全然そういうところに染まらないで、清く正しく生きました。 

実は僕は、この商売がものすごく嫌いでした。同級生のかくれたいじめの対象だったんで

す。僕は、いじめられるようなタイプではないですからね。でも、ぼくの友達でね、同じ地区

に住む芸者さんの同級生の息子さんがいて、お母さんがお妾さんで、それで食ってたんで

す。僕の友達もそのことをよく知っているんですが、5・6 年の時にね、教師がね、みんなうち
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の仕事の話をしましょうっていってそういう授業をやったんです。僕はそれを聞いてなんて

言ったらいいか困って、その時、その友達の顔を見たら真っ青になっていた。でも、順番に

当てていくわけで、なんて教師だと思いながら、自分の番になるのを必死になってこらえて、

何て言ったかというと父はサラリーマンですって。顔は固まっていたと思いますが、おかげ

で友達も、自分のお母さんがお妾さんやって食ってますっていうようなことは言わなかった

ですが、知っているんですよね、皆、子どもは残酷だから、そういう事を時々ネタにしていじ

める。昔は、貧乏な子はものすごくいじめられた。僕は、そういう世界にいたので貧乏という

ことではなかったけれど、だけど本当に貧しい子がいてね。悪ガキが、いじめるんです。僕

は尊い正義の人だったので「こいつらなんとかせなあかんな」と思って、そんな卑怯な子を

いつかは何とかせなあかんと思いつつ卒業しました。 

小学校の時のもう一つの印象は、通信簿みたいなのがあって、分数が全然わかっていな

いようです。って担任が書いてあって、実際、分かっていなかったんですが、その担任のこ

とばで、数学・算数がさらにすごく嫌いになりました。 

 中学校に入って数学の教師で嫌な先生がいて、その頃は、映画は学校の推薦映画にな

って、始めて見に行けたんですが、僕が生徒会の係をしていて「嵐を呼ぶ男」を推薦映画に

しようと提案したんです。 

その時、生徒指導をしていたその先生が怒って、「お前らは、勉強さえしていたらいいん

だ」って言ったんです。その時僕は、ちょっとキレましたね。僕は何もしませんが、だけど僕と

同じようにキレていたやつがいっぱいいた。嫌われていたな。その教師は。彼に、数学を教

わっていなかったら、僕も数学できるようにんなっていたかな？ 

 だけど、僕は本を読むのが好きでした。その時にはもういろんな社会科学関係に関する

本を読んでいましたね。そして、この町から早く抜け出したいと、そのことばかり考えていま

した。 

 中 3 の終わり頃には、「東京の高校に行くわ」と親父に言って、東京の高校を受けに行き

ました。これは大失敗でした。Ａレベルの高校ですから。僕ね、数学と理科がめちゃくちゃで

きないんです。英語と国語と社会だけはおそらくレベルが高かったんですけどね。東京の一

流高校は無理だなと思って帰ってきてすぐに、次の日だったかな、県立高校の試験を受け

て田高に行きました。 

 

 

＜高校時代から大学時代のこと＞ 

 
高校へはいってからは、もうあとはあまり学校の先生を相手にしませんでした。 

だけど僕は人恋しいタイプだから、いい先生がいたらちゃんと付き合いたいな。いい先生

がいたらいつまでも話したいなとか。この先生のこういうふうな社会の話を聞きたいなとか

思っていたけど、いませんでしたね。高校 1 年の時には、授業中に廊下に何回か立たされ

た経験があります。先生をいろいろと困らせたんだと思う。先生方は、何かいやな生徒やな

と、思っていたと思います。 

僕は中学校の時から大学は、早稲田大学に行くと決めていたんです。早稲田は、きっと

僕だったら入れるだろうというふうに思っていたんです。だから、めちゃくちゃ勉強しました。

高校 3 年の時には、これだったら、もう入るだろうと思いながら受験に行きました。12 月頃か

ら冬期講習の予備校に行って、そのまま卒業式にもいかず、そのまま東京にいました。僕

は、なぜか教師にはなりたかったんですよ。なぜか？嫌な奴ばっかりやなと思いながら。な

んていうか人の気持ちっていうか、心の中に手を突っ込んでくるとか、ちょっと土足で入りこ

んでくるとかね、そういう教師がいる。あんたには分からんやろという風な教師が勝手に入

り込んでくるっていうのがイヤだったんです。だけど、教師にはなりたかった。 

「学校」っていう西田敏行の映画がありました。夜間中学の話なんですけど、山田洋次が

作った映画ですが、モデルになった荒川第2中学校っていう夜間中学があってね、そこにね、
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塚原雄太っていう有名な先生がいて、この人に会いに行こうと思ってね、大学 2 年の時に、

サークルの連中を連れて、今年は夜間中学校の研究をしようというんで。夕方から毎日そ

の夜間中学校に 1 ヶ月くらい通いました。その時に塚原雄太が「布袋君よ。教師は面白いよ。

これほどいい仕事はめったにないよ。まず、金儲けを考えなくてもいい。出世競争を考えな

くてもいい。それから、なにせ、温かい人間を作りあげればいいんだと、こんないい商売は

ないぞと。」僕に言いました。 

これは僕の頭の中に残りましたね。まじめに大学行って、夜間高校の教師になろうと思い

ましたね。僕はまじめな学生だったんですけどね。なんか 2 年余計に行きました。単位とし

てはちゃんと 4 年でとってました。あることがあって、僕は無期停学処分っていうのを受けま

した。何でかは言いませんが、1 年半で解除されました。実質 4 年で単位はとれてたんです

が、成績はそれなりで、だけどそういうことがあったんで卒業の時に、教師は無理かなと思

いました。無理かなと思って、周囲の者は出版社とかテレビ局とか新聞社とかへ大体行っ

てて、あいつら行けるんだったら僕も行けるかとか思いながらね。そろそろテレビ局でもこっ

そり受けようかなと思っていた。その矢先にね、白浜の親父から電話がかかってきてね。工

業校の女の先生が産休に入って、講師を募集している、お前チャンスだと言うわけですね。

僕も即、帰ってきました。実は東京にいても仕方ないなと思っていたし、親父も目が悪いし、

母親に任せるのもなと思っていたし、5 人兄弟の末っ子で、他の兄弟は大学に行っていませ

んがみんな東京にいた。嫌な町やけど帰ろうと。当時の白浜を皆さんは知らないと思うけど、

当時の白浜はほんとにいかがわしい、3 軒歩いたらヌードスタジオがあった。そういうね、い

かがわしいキャバレー等、そんなところがいっぱいありました。 

だから僕みたいな清らかな者がいるところじゃないと頑なに思っていました。だから絶対

に帰るものかと思っていましたが、帰ってきましたね。その後は、実は田辺も白浜もいいとこ

ろだなとつくづく思いました。 

 

 

＜私は教師になった＞ 
 

田辺工業高校で講師 1 年、熊野高校 1 年、田辺商業高校で 11～12 年いて、やっと南紀

高校で定時制の先生になりました。 

何回か転勤希望を出したんですが、やっとなれたんです。僕は南紀高校っていうのは、こ

の辺の高校のセイフティネットやってことを言っています。今も昔もそうですよ。田辺商業高

校や田辺高校にも行きましたけども、その時に担任の教師が、出席番号があるじゃないで

すか色んな生徒の様子を書いたりするわけですが、実は南紀高校の生徒の様子を書いて

いると書ききれないわけですよ。それくらい膨大に訳ありなんです。僕の友達の教師なんか

毎日、家庭訪問に行っていた。 

あるやくざっぽいお父さんの息子がいて、他の先生は怖くて家へは行かなかったんです

が、僕はその手の人、あんまり怖くないんで、僕はよく行っていたんですけど、その子があ

る時に「先生はよく東京に勉強に行くとかなんとか言っているけど、今度お袋に会ってくれる

か」ってね。彼が小さい時に、お母さんは東京に行ったんですね。彼をおいて妹だけを連れ

て行ったんです。僕は新宿の三越の前で会ったんですけどね。お母さん、あった時からもう

涙顔、喫茶店では最初から最後までお母さんは泣きっぱなし、「私があんな男の所に○○

を置いてきたからね。○○はどんななってるんだろうと心配だった」と言うわけですね。多少

は悪いけど、僕はやっぱりええ子やなと思っているよと話した。彼は今、何やってるかな？

たぶん子供さんもいて、奥さんもいて、足場を組む仕事の大将にたぶんなっていると思うけ

ど、よう頑張ったと思う。南紀高校は中退したと思う。ともかく、南紀高校の話をしだすと 3 時

間くらいかかるので、これくらいにしておきます。 
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＜ひきこもりを考える＞ 
 

2003年に定年退職して再任用なんか全然やらなくて、その後は、あちこちからオファーが

あってね。シンポジウムのコーディネーターや講演依頼がなぜか色々とあったんです。 

僕のネタは「人権問題」でしょ。それから「虐待」でしょ、「非行系の話」、「不登校」、「いじめ」

でしょ「貧困」、「自殺」の話で 「家族論の話」、そういうの色々やりました。 

僕は、根が真面目やから、そういうのを受けると勉強をするのが半端でない。最低 30 冊

の関連の本を読むんです。今日、頼まれた時も遺言みたいなもんやなと思いながら受けた

んやけども、これまで色々関わってきたことといえ 30 冊は一応さっと目を通しましたね。そう

するとね、あれこれ見直した学者もいて、たとえば、あんまり評価されていませんが西村英

明さん、この人は入門書にいいですよ。『ひきこもりその心理と援助』これは、なかなかおも

しろいので、ぜひ読んでみてください。 

それから、僕がいつも紹介しますけども、たぶんこの窓口でも言ったと思うけども、“風の

すみか”っていう東京の三鷹にあるパン屋さんなんですけど、佐藤洋作さんっていう人がや

っているんです。この人、神奈川県に農場を持っているです。そこで、その農場で、ひきこも

りの青年達を集めて、そこで収穫した物を持って来て三鷹でパン屋をしているんです。これ、

ジブリ美術館の前なんでね、場所がいいからけっこう評判になってすぐに売れるんですよ。

2 階が文化学習共同ネットワークの勉強する部屋でね。佐藤洋作さん達が主催してやって

いるんです。ここは周りのハローワークの人とか三鷹の市役所の人とかがね、ネットワーク

を組んでやっているんです。もし、暇があったら行ってみてください。こんなこともできるのか

って、僕はこれが、ひきこもり支援のひょっとしたら到達できる理想型かもわからないと思っ

ています。ここでパンをこねている若者は生き生きしているし、農場から来た人もたくましい

感じがして、ひきこもって鬱々した感じがしなかった。これ、一押しの推薦ですね。 

ついでに言いますが、滝川一廣さん、この人も招んだことがありますが、この人、レベル

的には日本のトップですよ。去年だったか、この本は優しいし誰でも読めます。『子どものた

めの精神医学』を出しました。 

それから、付録の方に色んなのを出していますけども、滝川一廣さんの本をいくつか出し

ています。「精神科医療の問題」、いかに疎外されているかということ。「ゴリラと空間を一緒

にできる方法」みたいなとか、「ベトナム戦争」の話。「ＰＴＳＤ」、ひどい目にあって戦争から

帰ってきた若い兵士は精神を壊されているっていう話。それだけでなくて、その青年たちは

鍛える段階で彼らは壊されていくって、その壊し方を、ここに書いています。 

 資料の③『「こころ」は誰が壊すのか』に書いています。言語は意識の成り立ちに直結して

いますから、そうやって言語で心の中を組み替えていく。行動療法のテクニックを応用して

やらせているということなんですね。アメリカの心理学は、労働者をうまく操るためにが基本

であってね。それと軍事的に転用される。軍事的に兵士を戦闘マシーンにしていくためのね。

そういうことのために心理学が応用されていくっていうことがあるんです。 

核兵器などを作るための「科学」っていうことだけでなくて、心理学という「科学」で人の心を

変えるような、しかも戦闘マシーンに変えるようなところまでやっているんですよね。僕らに

は無縁の世界だと言いたいところですがそういうことまでやっているんです。 

それから、少し横道にそれますが、僕が高校２年の時に、60 年の安保闘争がありました。

東京で連日 30 万人くらいのデモ隊が国会に集結するのをテレビで見て、俺はやっぱり白浜

おったらあかんと思ったんですよ。 

早く、東京行かないとと思った。なんでかわからないけどね。 

今の高校生は考えられないかもしれないけど、当時は、先生に頼んでホームルームで、

安保条約についての討論会をさせてもらいました。 

結構、そういう意味で僕、ませてたんだと思います。先生に、たぶん嫌われてたが、政治

的にはませていたかな。特定の党派に属するということはありませんでしたし、特定の政治

勢力に屈することは不思議なことになかった。そういうことについては早かったですね。いい
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悪いは別にして。 

職業に貴賤はないという言葉があるじゃないですか。しかし、中学校の時にそれはあると

思いました。 

はっきり。俺んちのような職業はあかんでと思いました。 

実は、昔、うちにまだ成人に達していない娘さんが 2～3 人仲介で働きにきて、年は１５～

６歳だったかな。大阪からね、今、そういう言葉があるかどうかわからないけど、未解放部

落の同和地区の方で２人組で来られたんですね。その人達はある事件があって、警察沙汰

になって、婦人相談室の人が連れに来た。ただ彼女達うちの玄関で行きたくないと泣いて

いた。俺はその時思った「何でうちみたいなところにおらんと婦人相談室の人に連れて行っ

てもらって、全うな職につけばいいのに」と思った。でも、後でわかった。全うな所だったら金

儲けにならない。うちが貧乏だから金を送らんとあかんから嫌なことでもこういうところにい

て仕送りするということだった。 

でもその時、僕思った。「あの女の人達と婦人相談室のおばさん達と銀行員の女の人、

皆同じだ」と思った。お金稼ぎをすることは同じ。しかし、職業に貴賤はある。同じだったらや

ってもらいたくない。自分の子どもや妻がそういうことをすると言ったら「辞めろ」というと思う。

僕はそういうところで育ちました。 

 

 

＜戦後少年事件史について＞ 
 

さて、付録①②も少し見てください。 

嶋崎政男さんの『少年殺人事件その原因と今後の対応』です。 

2006 年以降は自力で調べて参考にしてください。2015 年の川崎市多摩川河川敷上村君

殺害事件、これは残酷だったな。2008 年 6 月の秋葉原殺傷事件、これは有名でしょ。彼もメ

ールとかで、何回も、「今から秋葉原行く」、「今から突っ込むよ」、「秋葉原着いたよ」ってい

うふうに言っても、彼の友人や知人は、彼に何も応えてない。何の返答もしていない。そこ

で、彼はそのまま突っ込んで行って、降りて殺しまくるって行為。狂気ですね。彼は、ただ、

自分の存在というか、実存というか、その不安でやっている。 

これに似た事件が 1968 年にあった永山則夫さんが青森から出てきた、こんな貧困ある

のかなという、貧困の極みの少年ですけど、小柄な少年がピストルで打って、無関係の人を

殺した。何人殺したかな？これが永山則夫事件、連続射殺魔事件っていうんですけど、こ

れもそうです。何かが欲しいというわけではなくて、自分の存在を確かめたかったという。現

代社会特有の事件ですね。 

これは、今のような社会の仕組みがずっと続いていく場合、必ず貧困の格差というのは

出てきてしまうからどうしても悲惨な事件というのは起こってしまうんですよ。構造的に起こ

ってしまう。 

石井光太さんが『本当の貧困の話をしよう』っていう本の中に、「非社会」の子どもの特色

を書いているんです。ひきこもりや不登校の子どもたちの傾向によく似ています。それから、

孫正義やクリスティアーノ・ロナルドというサッカーの選手や開高健や安室奈美恵の話です

が、彼らはずっと貧困の極みでしたね。孫正義の『あんぽん』なんてものすごい話ですよ。

いつもドロドロの道を歩いて家を出る。いわゆるスラム街から出てきた子です。ただ彼は、

めちゃくちゃ頭がよかった。早くからアメリカに出て来たというのが彼の成功のチャンスだっ

たんだと思います。現代社会はとにかく極貧であっても才能や努力をすれば、格差の上に

のしあがれる社会かもしれない。もちろん、ほんのひとにぎりだが。 

 僕は、教師になった最初の授業の時に、3 つのエリートの話をしました。経済エリートと政

治エリートと実務エリートの話。エリートになるのにはどうしたらいいか。とにかく勉強してう

まくその時流にのるというか、その算段をすればいい。大学の時に森コンツェルンの邸宅を

見た。三木武夫っていう首相の親戚の家が森コンツェルンでね。僕が、赤坂で書生のような
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バイトをしていた時、そこの息子をピアノ教室に連れて行くんです。麻布の何とかっていう、

ものすごい家でした。どうしたらいいんかっていうくらい庭はでかいし、中はきれいだし、とに

かくばかでかい。金持ちってこれや、ものすごい金持ちやね。ぼくは、赤坂のＴＢＳの前を通

って帰るんですけど、ＴＢＳの前に外車に乗った学生のような連中がたむろっているんです

ね。世の中にはすっごいお金を持った奴がいて、すっごいお金を持ったやつが絶対いいと

思った。これが社会ですよ。 

ひきこもりの青年たちを、“炭鉱のカナリア”だと格好つけていう人がいますが、じゃ、ひき

こもりは、いったい何を警告しているのか？社会の何を告発しているのかというと、こんなに

スピードと効率と、そればっかりを追及していくその社会の非人間性を告発していると僕は

思いたいね。 

確かに個人的な問題や特性があると思うが、だけれどもひきこもりは、やっぱりこの世の

中がこんなにも非人間的にスピードと効率を追い求めている。いったいどこに行くのかこん

なにスピードばかりを重視してっていう風に警告しているのかもしれない。 

昔、田中夏子っていう人が来て言ってましたね。彼女は、スローフード・スローライフって

いうのをずっと言い続けていて、そろそろ金儲けはいいじゃないか。そろそろ生産力をどん

どんあげていくっていうことも、生産性を追い求めていくのも、もういいんじゃないかと、そろ

そろ立ち止まろうという人がもっと増えてこないといかんと言ってましたね。これは、そのとお

りだと思う。 

 

 
＜田辺のひきこもり支援の評価について＞ 

 

田辺のひきこもり支援システムで、評価されていることについて話します。 

みんな知らんと思うので言いますけど、実は、斉藤環さんが褒めまくっているんです。雑誌

の座談会やテレビなんかでね。田辺をすごく良く言っているんです。「田辺ってところはすご

いよ。顔の見えるネットワークっていうのはこれをいうのだ」ってね。その時にね。昔、斉藤さ

んが田辺に来たときにね。精神科の宮本聡先生がね、ビッグＵでビラ配りなんかをしてくれ

ていたんです。その時にね、斉藤さんが「精神科の先生がもぎりみたいなのをやってくれて

るのか」と言うんですね。 

もう一つね、どこかの座談会で言っていたんですけどね。真砂市長が、斉藤先生が来た

ときに、開会のあいさつをしてそのまま残ったんです。「今日は残りますよ」って言って、「先

生の話聞くわ」って、先生の話を聞いていたんです。それを斉藤先生が「こんなのは初めて

だ。首長というのは開会のあいさつを型どおりにして、あとは公務だとか何とか言って出て

いくのが筋だと。ところが、田辺市の首長は違った。最後まで残って聞いていた。こういう首

長のところだから、田辺のひきこもり支援っていうのはうまくいっているのではないか」という

感じの話を言っていた。 

もう１つ、内閣府のパンフレットがあるんですけど、最初の頃のパンフレットで、南君や酒

井先生、小川さん、松本さんが載っていた。４ページくらいのパンフレットに載って、田辺の

ことが評判になっていたんです。 

それから、伊藤純一郎さんっていう人が、『ひきこもりを呈する青年への地域支援システ

ムに関する研究』っていうのを厚生労働省からの委託でやっていたんですが、和歌山県田

辺市モデルが都市型の地域に活用できるかっていう論文を書いていました。結構、高評価

です。田辺モデルはやっぱりモデルになると言っていました。 

実際、僕は田辺のひきこもり支援や窓口・検討委員会の何がいいのかというと、立ち上

げたキャラの立っていた保健師の目良宣子がすごくよく頑張った。それは 1 つある。もう１つ

精神科の宮本聡先生がすごく頑張った。だけどね、本当は米川さんがいるから言うんじゃな

いけれど、作業所運動の担い手の人たちが設立の中心メンバーだったっていうのが、これ

がものすごく本当は、このことが 1 番大きいじゃないかなと、今まで続いているが大きいこと
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だと僕は思っている。 

ハートツリーもやっぱり作業所をしている人達の支援なくしてはここまで来れていなかっ

たし、だから、なんて言っていいのかな、人の 1 番大事にしないといけないもの、人を見る時

に、人に手を差し伸べる時に、大事にしないといけない人を見る見方っていうのかな？角度

っていうのかな？感性っていうのかな？そういうのを作業所運動を担っている人達は、はな

から持っているというふうに僕はずっと思いながら見ていたんですけども。そういう人達がや

っぱりずっと中心になってね。今も担ってくれているっていうことが 1 番大きいと思っている 

それとハートツリーも大きい。それから、窓口のメンバーの人達も、まじめによく頑張って

こられたと思います。 

僕は、他のいろんな所にも顔を出していたんですが役所の関わった所は、実はそんなに

うまくいっていません。形骸化しています。しかし、ここは形骸化しない。質的なレベルがず

っと維持されています。行政に関わる人とか、学校関係の人とか、民生委員の人とか。けっ

こうまじめに支えるっていうのかな、不思議にちゃんとそういうふうになっているっていうの

が、説明しても説明しきれないところです。 

2009 年に、衆議院の青少年問題の特別委員会に、僕と玄田有史と工藤啓らがよばれて

議員たちに、レクチャーしました。僕は、今と同じようなネットワークのことを言いました。分

かりにくいかもしれないけども、この人達のこのお互いのフィットする感じというか、顔が見

える感じっていうか、困ったらあの人に相談しようという感じだとかそういうのが、僕らの地

域にはあるんだと、そういうことがネットワークの一番大事な所じゃないかなと、ただ形を作

るだけじゃないという話をしました。 

結果として、全国的には珍しい、ひきこもりに特化した相談窓口が今も生きているという

風になっているんです。 
 

 

＜あえて田辺の課題というと＞ 
 

それから、もっとこうあったらいいなと思うことをいくつか言います。 

まず、学校の先生と仲良くしよう。これ 1 番大事なことでね。学校の先生と仲良くすると色

んなことを教えてくれる。これね、僕、さっき先生の悪口を言ったけれど、いい先生が多いこ

ともたしか。先生が生徒のことを 1 番よく知っている。中学校の先生もあんな難しい時期を

ずっと見ているんだからよく知っている。高等学校の先生もよく知っていると思う。特に高等

学校の先生は、クラスで 40 人くらい持って、10 人くらいがちょっと危ないなと、そのまま社会

に出たら危ないなと思う子は、必ず頭に残っているんです。ちょっと休みだしたら、関係のと

ころに相談するとかね、そういう風にするとね、水際で止められると僕はそう思っている。だ

からね、窓口の人達も、なんとか作戦を立てて現役の小学校や中学校、高学校の先生とベ

タベタに仲良くなるということが今後の 1 番の課題です。 

また、学びの丘の先生たちと仲良くした方がいい。学びの丘に、学校の先生や保護者が

相談に行くんですよね。でも、卒業したら終わりじゃないですか。終わったらこっちに振って

きてほしいと思うんですよ。こんな例、僕、いくつも知っているんですよ。今一番困っている

のは、統合失調症になっていると思う彼が高校不登校になった時に発症したなと思ってい

るんですけど、学校の先生が困って学びの丘に相談に行ってくれているんです。相談に乗

ってくれている。じゃあ、高校の先生はそれでいいと思ってて、僕が 20 年経ってから、先生、

あの時どうだったか聞くと、あの時、学びの丘の先生に言っただけだったというんですよ。じ

ゃあ、学びの丘の先生が「この子大変やな」と保健所に相談するとか、僕らみたいなことを

している人にね、ちょっとなんか方法ないかなと相談をしてくれたら、彼、今みたいにね、ど

うにもこうにもならない状態になってないとかね。だから、僕は、やっぱりすごく連携って大

事だと思っている。 

学びの丘の先生方はよく勉強しているけれども、自分達の勉強がどう地域の人につなが
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っていくのかという視点をもうちょっと持ってもらいたいと思っています。 

それから、中学校の卒業生で、ひきこもりの生徒をこれをどうつなげていくかというシステ

ムを作る。それから、高校中退時にひきこもっている生徒、これもきちんとつなげられるよう

なシステムを作るこういうことが大事だと思います。 

それから、高卒一括採用で漏れた、中退になってなくてもね、困った困ったっていうてる

生徒とつながる方法。サポステで、だいたい繋がっていると思うけどね。これも大事です。 

それから、精神科の先生との繋がりが薄くなってきていることもなんとかしたい。この辺の

ＰＳＷ（精神保健福祉士）みたいな人も、それから児童相談所にも関わってもらったりするこ

とも大事だ。 

それから、不登校や引きこもりに関わるデータを少し手間がかかるかもしれないけどね、

「田辺版の子ども・若者白書」みたいなもの作ってみたらどうか、田辺の次世代育成支援行

動計画がコンパクトでいいなと思っていたので、それを下地にしながらね、もう少し色んな要

素を加えながら「田辺の子ども・若者白書」を作る。これが毎年更新されていくというふうに

なると、状況がよくわかっていいなと思います。窓口にしろっていうわけではないけどね。他

の市役所の人と一緒になってやってはどうでしょうか。 

 

 

＜最後に＞ 
 

ひきこもりをめぐる言説で知っておきたい学者たちをレジュメに挙げています。読んでお

いてください。 

それから、ひきこもり支援の今後について、白書を作ればいいと思うのと、前にも言いま

したけどね、「子ども・若者包括支援センター」構想っていうのがね、僕は田辺では考えられ

ると思っているんです。そうなるとこの窓口がなくなります。全体の中の一つとしては存在す

るんですけどね。包括支援センターみたいなね。田辺って十分できるって思うんですよ。田

辺の子育て支援のモデルみたいなフローチャートを見たんですが、すごいよねこれ、ようや

っているって感じします。 

最後にいくつか思いつくことをランダムに言いまくると、伊藤亜沙っていう人のこの言葉を

覚えておいてください「排除なき共生を可能にするもの」という問題の設定です。 

「目の見えない人は世界をどう見ているのか」っていう本を書いたんですが、排除なき共

生を可能にするテーマの接近につながる話が書かれています。 

それから、見田宗介という社会学者の本をどこかで手に入れて読んでみてください。 

彼は近代的な民主主義の諸制度を崩さずに平等な未来社会をたぐりよせる夢のような

話をどんどん書いているんです。そうか、こんな風になるといいな社会はと思わせます。 

最後のところですが、この 20 年間で僕は、窓口はすごいレベルの高い学者達をよくよん

できたなと思っています。この人達をよべる組織ってやっぱりすごいなと思っています。 

ひきこもりのイロハ的なことについて語りたいことが、本当はいろいろありました。 

ひきこもってもいいじゃないかっていう人がいます。そうです。いいんですよ。確信のある

人はひきこもっていいんです。だけども困っている人とか、迷っている人とか塞ぎこもってい

る人には何らかの手を差し伸べるということは必要ですね。そういうところで少し具体的な

話をしたかったし、不登校の話もしたかったですが、もう時間なので終わります。 
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家から こども が 

でられない 

家族 でかかえこまないで 

ほっこり しませんか 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっこり会 
（ひきこもり家族の会） 
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・（季節毎の行事、イベント etc） 

・（大学ゼミ、子ども会活動、田舎暮らし体  

験、小旅行 etc.） 

・（畑起こし、庭の手入れ、草取り 

家の清掃 etc.） 

・休耕田の活用 

 

・それぞれの人の個性を生 

 かし助け合って生活する   

 場の提供 

・米、野菜作り活動 

・競争・経済至上主義によらない生活活動作

りをめざす 

（オアシス創り） 

・地区住民間の交流 

・都市部の人々との交流 

・地域の高齢者の生活援助 

特定非営利法人 共生舎 
 

 

私共 NPO 法人共生舎は社会福祉法の制度に依らずそれぞれの立場の者がその個性を認

め生かし、お互いに助け合って生活していくという理念の下に活動しております。 

 

主な活動 
・助け合い 
 

 

 

 

 

 

・個性を生かす 
 

 

 

 

 

・自給自足をめざす 
 

 

 

 

活動の場 
・山あい拠点 

 田辺市（旧大塔村）五味 240-10  共生舎 古民家 定員 10 名 

              

ただいま活動に共鳴していただける方を求めています 

  １．正会員になる。（年会費 5,000 円） 

  ２．共生舎のＰＲをしていただける方 

  ３．上記行事などへのボランティアに参加していただける方 

  ４．財政的援助をしてくださる方（金額は問わず） 

 

 

連絡先  NPO 法人共生舎 田辺市五味 240-10 

(Tel) 0739-62-0400 
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田辺市「ひきこもり」検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 思春期・青年期にある者（以下「青少年」という。 ）にみられる「ひきこもり」の問題

について、関係機関が相互に連携して一体となって取り組むことを目的として、田辺市

「ひきこもり」検討委員会（以下「委員会」という。 ）を設置する。 

 

（検討事項） 

第２条 委員会は、前条に規定する目的を達成するため、次に掲げる事項について検討等

を行う。 

（１） 「ひきこもり」の状態にある青少年についての支援活動に関すること。 

（２） 前号に規定する青少年に関する問題点等について検討すること。 

（３） 「ひきこもり」の予防活動に関すること。 

（４） 「ひきこもり」に関する研修や研究会に関すること。 

(５） 前各号に掲げるもののほか、委員会の目的達成のために必要な事項に関するこ

と。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、委員42名以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験者、民間支援団体、医療・保健・福祉・教育関係機関、市職員等のう

ちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

３ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の在

任期間とする 

 

 （委員会） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長２名を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員会の委員の代表による小委員会を設置し、定期的に会議を開き、その

結果は委員会へ報告する。 

３ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の意見又は説明を聴くため、その

者に委員会への出席又は文書の提出を求めることができる。 

 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、保健福祉部健康増進課に置く。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が別に定める。 
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   附 則 

 この要綱は、平成17年５月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成18年４月１日から施行する。  

   附 則 

 この要綱は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成21年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 25 年４月１日から施行する。 
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選 出 区 分 備 考 （ 選 出 団 体 ・ 役 職 名 ）

委 員 長 1 福祉関係団体・機関 社会福祉法人やおき福祉会

副 委 員 長 2 民間支援団体
認定ＮＰＯ法人ハートツリー
若者サポートステーション　Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ南紀

副 委 員 長 3 学識経験者 臨床心理士／公認心理師

小 委 員 4 学識経験者

小 委 員 5 民間支援団体
認定ＮＰＯ法人ハートツリー
ひなたの森

小 委 員 6 福祉関係団体・機関 社会福祉法人ふたば福祉会

小 委 員 7 福祉関係団体・機関 田辺市障害児・者相談支援センター　ゆめふる

小 委 員 8 保健機関 田辺保健所（精神保健福祉相談員）

小 委 員 9 田辺市役所 教育委員会学校教育課

小 委 員 10 田辺市役所 教育委員会生涯学習課

小 委 員 11 田辺市役所 やすらぎ対策課（障害福祉室）

小 委 員 12 田辺市役所 健康増進課

13 民間支援団体 共生舎

14 青年会議所 白浜・田辺青年会議所

15 民間支援団体 ＮＰＯ法人　かたつむりの会

16 福祉関係団体・機関 紀南児童相談所

17 医療関係者・団体・機関 精神科医師

18 医療関係者・団体・機関 精神科医師

19 医療関係者・団体・機関 紀南こころの医療センター（臨床心理士/公認心理師）

20 教育関係機関 田辺市教育研究所

21 教育関係機関 田辺市養護教諭研究会

22 教育関係機関 和歌山県教育庁　紀南教育事務所

23 教育関係機関 紀南六高校代表

24 教育関係機関 西牟婁養護教諭研究協議会高校ブロック代表

25 学識経験者 文京学院大学（准教授/臨床心理学博士/公認心理師）

26 学識経験者 主任児童委員

27 学識経験者 龍神地区

28 学識経験者 大塔地区

29 学識経験者 中辺路地区

30 学識経験者 本宮地区

31 田辺市役所 保健福祉部長

32 田辺市役所 子育て推進課

33 田辺市役所 商工振興課

 

 


